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咬合異常の多様性を理解する
−⾒える異常から⾒えない異常まで
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顎機能障害との関連性など，咬合異常が⽣体に及ぼす影響については，
これまで⻑年にわたり様々な議論がなされてきたが，結論がでていな
いことも多い．その⼤きな要因の⼀つは，咬合異常が多様であるにも
かかわらず，そのことが⾒落とされ，画⼀的な捉え⽅，対応法の思考
パターンから抜け出せていないためであろう，
また，臨床では，明らかな咬合異常の所⾒が認められない難治性の

咬合違和感/異常感のケースに遭遇することがある．原因をすべて⼼
理社会的因⼦に結びつける⻭科医もいれば，⼀⽅で，いわゆる正常咬
合との違いが少しでもあれば，確信的に不可逆的な咬合治療介⼊を⾏
う⻭科医もいる．しかし，咬合の異常感/違和感は単純ではなく，⻭
科医サイドで検出できていないだけの不顕性の（マスクされた）咬合
異常や，患者が⻑年慣れた咬合状態から急激にいわゆる正常像とされ
る咬合形態に変わったことに順応できない個性的な咬合異常の存在も
あり得る．演者はこれまで上記のような咬合異常の多様な側⾯を網羅
的に分類し整理してきた．講演では，その分類の考え⽅を通して，多
様な咬合異常の捉え⽅，臨床での対応の仕⽅をお話しする．
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